
算数科教育法
Teaching Method of Arithmetic330412090 高鍬利行 専門 2 選択 1後期

科目の概要
Ｄ2に記載されているか課題の見識を深めることについて、算数を学習していくうえでの教育現場での子どもの多様さや学習を成立させる奥深さを
学習指導要領の内容をもとに理解する。Ｄ1に示されているように、人間力をもって子どもの立場に立って考察する力を身に付ける。数学的な見
方・考え方に目を向け具体性のある数学的な活動を組み入れながら、算数科授業の実践的な指導理論をもとに模擬授業を通して身に付けていく。

学修内容 到達目標

① 学習指導要領に示された算数科教育の目標と内容、及び全
体の構造を理解する。
② 基礎的な学修指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定
した授業設計を知る。
③ 数学的な見方・考え方を重視し、数学的活動の扱い方と子
どもに合った指導方法を考察する。
④ 情報機器及び教材の効果的な活用方法を理解し、学習指導
案を作成し、授業展開の方法を学び、模擬授業を創造する。
⑤ 子どもの多様な考えやつまづきについて、その内容と具体
的な指導方法を考察する。

① 学習指導要領における目標及び主な内容並びに全体構造を理
解できる。
② 基礎的な学修理論を踏まえて、具体的な授業場面を想定した
授業設計を行う力を身に付けることができる。
③ 具体的場面に応じた数学的な見方・考え方を理解し、子ども
の実態に応じた取り入れ方を考察することができる。
④ 情報機器及び教材を的確に活用し、模擬授業の実施と振り返
りを通して、具体的な授業設計と授業改善の視点を身に付けるこ
とができる。
⑤ 子どもの多様な考えやつまづきについて、その内容と具体的
な指導方法を考察することができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 算数の内容に関して、指示がなくても前後の内容や単元のつながりを意識して、教科書に
積極的に働きかけることができる。

働きかけ力

実行力 模擬授業の内容を大変さを感じながら、指導案や模擬授業をペアやグループワークにて他
者と協力して最後までやり抜くことができる。

考え抜
く力

課題発見力 子どもがどこでつまづくのかを考えてグループワークにて議論し合い、他者の発言から新
たな課題や方法を見つけ出すことができる。

計画力

創造力 子どもの実態に合わせた授業展開を考え出し、教材を有効に使った学ばせ方をグループ
ワークなどを通して創造することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

調べたり、話し合ったりしたことを相手に伝わるように適切な表現で発表することができ
る。

講義の内容や他者の意見をよく聴き、自分の見解を持つことができる。

無断欠席、遅刻、私語など授業に支障をきたすことのない良識をもった言動で参観するこ
とができる。

テキスト及び参考文献

新興出版啓林館　算数科教科書、１年、3年上下

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：基礎演習Ⅰ、算数科研究、小学校算数
資格との関連：小学校教諭一種免許

学修上の助言 受講生とのルール
・小中学校や高等学校にて学んできた算数数学の学び方を振り返り、学修した内容
と比較しながら教師としての在り方を深めていけることを期待しています。
・教師の立場に立つことの大切さや大変さが授業が進むにつれて理解できるように
なり、子どもを理解するよさや奥深さから、人間的に成長していけると感じていま
す。

・授業には積極的に取り組み、教師視点で考え、算数のよ
さを感じられるよう主体的に参観してください。
・子ども理解につなげられるように授業づくりに向けて常
に学修してください。
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別
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実務経験のある教
員による授業科目

✓



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

・算数科教育法の授業に積極的に参加し、算数科の指導内
容、授業方法、授業技術を的確に捉えたまとめが書ける。
・算数指導に関して、子どもの思考に寄り添った指導につ
ながる自分なりの感想が書ける。
・創造的な視点のもとに学習指導案が書け、授業技術を意
識した模擬授業の実施、授業評価ができる。

・授業の中で他者との議論に参加し、授業内容のまとめを
分かりやすく書くことができる。
・学んだ形式に沿って学習指導案が書け、授業技術を意識
した模擬授業の実施、授業評価ができる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

40

授業にて学んだ授業づくりの基本的な知識や技能を十分習得してい
る。また、学んだ内容を活用し、子どもの反応が予想でき、それに
対する授業にあり方を実践力につながるまとめをすることができ
る。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓

25

・毎回の授業にて実施する学修内容のまとめと感想をレポートとし
て提出する。指導内容、授業方法について正しく理解し言及した内
容が書けているかを評価する。② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

①

25

・授業中の発言、模擬授業での実践について、指導案の内容をもとに総合
的に評価する。
・グループで協力して模擬授業に向けた指導案を作成する。また、本時の
ねらいや子どもの実態を踏まえた内容が伝わるように詳しく書かれている
かを評価する。
・グループにて協力して指導案をもとに、模擬授業を目標・評価のねらい
をもって、子ども役である学生をつかみながら行うことができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

①

10

（主体性)毎回のまとめや感想を、学修に生かすことができる。
（課題発見力）グループの話し合いで新たな課題を見つけることがで
きる。
（創造力）グループでの取り組みで、自分なりのアイデアを提案でき
る。
（実行力）メンバーできちんと自分の役割を果たすことができる。
（発信力）学習で必要なときに意見を述べたり、発表したりできる。
（規律性）学習のルールを守ることができる。
（傾聴力）友だちの意見に同調したり、疑義を表明したりできる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



・授業の中で他者との議論に参加し、授業内容のまとめを
分かりやすく書くことができる。
・学んだ形式に沿って学習指導案が書け、授業技術を意識
した模擬授業の実施、授業評価ができる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・ガイダンス（本授業
の位置づけなど）
・受講のルールを学ぶ
・学習指導要領の目標
や位置づけ、内容につ
いて知る。
・授業づくりの具体的
な場面について考察す
る

講義
演習

授業の内容を理解して
いる。次回からの課題
や準備を把握すること
ができる。

＜予習＞よりよい授業
づくりについて具体例
をもとに考えてくる。
＜復習＞授業の内容を
体系的に今までの週の
内容と関連して振り
返ってくる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
傾聴力
規律性

2

・学習指導要領の目標や位
置づけ、内容、４つの領域
のつながりについて知る。
・教科書の構成や内容につ
いて知る。
・よりよい授業づくりの条
件として、「数学的な見
方・考え方」「数学的活
動」について考察する。

講義
演習

・学習指導要領の目標
や位置づけ、内容、４
つの領域、教科書の構
成や内容についてつな
げて理解できる。

＜予習＞算数の４つの
領域について区別でき
るように考えてくる。
＜復習＞授業の内容を
体系的に今までの週の
内容と関連して振り
返ってくる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
傾聴力
規律性

3

・子どものつまづきの
場面①をもとに、その
原因と対応について考
察する。。
・授業づくりの基本原
理①として、課題設定
の場についてあり方を
考察する。

講義
演習

授業づくりの基本原理
①として、さまざまな
課題設定の場のあり方
やその考え方について
理解する。

＜予習＞授業づくりの
基本原理②として、自
力解決の場について、
そのあり方について考
察してくる。
＜復習＞授業の内容を
体系的に今までの週の
内容と関連して振り
返ってくる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
規律性

4

・子どものつまづきの場面
②をもとに、その原因と対
応について考察する。
・授業づくりの基本原理①
として、自力解決の場につ
いてあり方を考察する。
・指導案の基本的な書き方
について知る。

講義
演習

授業づくりの基本原理
②である自力解決のさ
まざまな場のあり方に
ついて理解できる。指
導案の基本的な内容を
理解できる。

＜予習＞授業づくりの
基本原理②として、自
力解決の場について、
そのあり方について考
察してくる。
＜復習＞授業の内容を
体系的に今までの週の
内容と関連して振り
返ってくる。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力

5

・子どものつまづきの場面
③をもとに、その原因と対
応について考察する。
・授業づくりの基本原理③
として、全体共有の場①に
ついてあり方を考察する。
・模擬授業の場面につい
て、グループで相談して決
める。

講義
演習

授業づくりの基本原理
③全体共有のさまざま
な場のあり方や深い学
びについて理解でき
る。

＜予習＞グループで決
めた模擬授業の場面に
ついて、その進め方に
ついて考察してくる。
＜復習＞授業の内容を
体系的に今までの週の
内容と関連して振り
返ってくる。

180
主体性
課題発
見力

6

・子どものつまづきの場面
④をもとに、その原因と対
応について考察する。
・具体的な授業映像を見
て、よりよい授業の条件に
ついて考察する。
・授業づくりの基本原理④
として、全体共有の場②に
ついてあり方を考察する。

講義
演習

授業づくりの基本原理
④である全体共有のさ
まざまな場のあり方や
深い学びについて理解
できる。

＜予習＞授業づくりの基
本原理④として、全体共
有と深い学びを関連付け
て、模擬授業の場面につ
いて考察してくる。
＜復習＞授業の内容を体
系的に今までの週の内容
と関連して振り返ってく
る。

180

主体性
課題発
見力
計画力

7

・子どものつまづきの
場面⑤をもとに、その
原因と対応について考
察する。
・授業づくりの基本原
理⑤として、確かめ・
振り返り・学習評価の
場についてあり方を考
察する。

講義
演習

授業づくりの基本原理
⑤として、確かめ・振
り返り・学習評価の場
についてあり方を理解
できる。

＜予習＞授業づくりの
基本原理①～⑤につい
て、模擬授業の場面に
ついて関連付けて考察
してくる。
＜復習＞授業の内容を
体系的に今までの週の
内容と関連して振り
返ってくる。

180

主体性
課題発
見力
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

・具体的な授業映像を
見て、よりよい授業の
条件について考察す
る。
・模擬授業の指導案や
授業づくりについてグ
ループで考察する。

講義
演習

模擬授業の指導案や授
業づくりについてグ
ループで考察して課題
を見つけ解決する糸口
を見つけることができ
る。

＜予習＞模擬授業の指導
案や授業づくりについ
て、課題を解決するため
グループで考察・解決で
きるように進めてくる。
＜復習＞授業の内容を体
系的に今までの週の内容
と関連して振り返ってく
る。

180

主体性
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握
力
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

・具体的な授業映像を
見て、よりよい授業の
条件について考察す
る。
・模擬授業の指導案や
授業づくりについてグ
ループで考察する。

演習 模擬授業の指導案や授
業づくりについてグ
ループで考察して、完
成に近づけるように協
力することができる。

＜予習＞模擬授業で行う
内容を予習し、模擬授業
ん自分なりの方法や留意
点をつかんでくる。
＜復習＞授業の内容を体
系的に今までの週の内容
と関連して振り返ってく
る。

180

主体性
実行力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握
力
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰ
ﾙ力

10

・模擬授業①を参観し
て、よりよい授業のあ
り方について考察す
る。
・子どもの立場に立っ
た見方を通して、教師
としてのあり方につい
て考察する。

演習 模擬授業や協議会を参
観して、よりよい授業
や教師としてのあり方
について考察し、自分
なりの考えをもつ。

＜予習＞模擬授業で行
う内容を予習し、模擬
授業での自分なりの方
法や留意点をつかんで
くる。
＜復習＞授業の内容を
体系的に今までの週の
内容と関連して振り
返ってくる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
情況把
握力

11

・模擬授業②を参観し
て、よりよい授業のあ
り方について考察す
る。
・子どもの立場に立っ
た見方を通して、教師
としてのあり方につい
て考察する。

演習 模擬授業や協議会を参
観して、よりよい授業
や教師としてのあり方
について考察し、自分
なりの考えをもつ。

＜予習＞模擬授業で行
う内容を予習し、模擬
授業での自分なりの方
法や留意点をつかんで
くる。
＜復習＞授業の内容を
体系的に今までの週の
内容と関連して振り
返ってくる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
情況把
握力

12

・模擬授業③を参観し
て、よりよい授業のあ
り方について考察す
る。
・子どもの立場に立っ
た見方を通して、教師
としてのあり方につい
て考察する。

演習 模擬授業や協議会を参
観して、よりよい授業
や教師としてのあり方
について考察し、自分
なりの考えをもつ。

＜予習＞模擬授業で行
う内容を予習し、模擬
授業での自分なりの方
法や留意点をつかんで
くる。
＜復習＞授業の内容を
体系的に今までの週の
内容と関連して振り
返ってくる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
情況把
握力

13

・模擬授業④を参観し
て、よりよい授業のあ
り方について考察す
る。
・子どもの立場に立っ
た見方を通して、教師
としてのあり方につい
て考察する。

演習 模擬授業や協議会を参
観して、よりよい授業
や教師としてのあり方
について考察し、自分
なりの考えをもつ。

＜予習＞模擬授業で行
う内容を予習し、模擬
授業での自分なりの方
法や留意点をつかんで
くる。
＜復習＞授業の内容を
体系的に今までの週の
内容と関連して振り
返ってくる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
傾聴力
柔軟性
情況把
握力

14

・模擬授業⑤を参観し
て、よりよい授業のあ
り方について考察す
る。
・子どもの立場に立っ
た見方を通して、教師
としてのあり方につい
て考察する。

演習 模擬授業や協議会を参
観して、よりよい授業
や教師としてのあり方
について考察し、自分
なりの考えをもつ。

＜予習＞模擬授業で行
う内容を予習し、模擬
授業での自分なりの方
法や留意点をつかんで
くる。
＜復習＞授業の内容を
体系的に今までの週の
内容と関連して振り
返ってくる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
柔軟性
情況把
握力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

・算数の授業づくりにつ
いて、模擬授業全体を振
り返り、よかった点、改
善点について考察する。
・今後算数の授業づくり
に向けて何を大切にすべ
きかについて、今までの
学修を生かして考えをま
とめる。

オンデマンド 算数の授業づくりのま
とめを学習したことを
踏まえて、自分の視点
から重要な点について
実感を伴ったまとめを
書くことができる。

＜予習＞テストに向けて、
基本的な原理などの内容や
教科書の模擬授業以外の場
面にも対応できるように学
び直しをする。
＜復習＞授業の内容を体系
的に今までの週の内容と関
連して振り返ってくる。
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主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力


